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東西選手権が成立しなかった場合の全日本枠付与基準

標記の件、2011年については以下の通りとする。2012年度以降は、対象レースを拡大し、枠の申請があった全レースを対象とし、2011年と同様の計算方法で枠を付与する。

＜基準＞

枠の申請があったレースの内、4月29日以降に開催され、東西選手権までに成立したレースを対象とし、東西のレースをそれぞれ区分のうえ、「実施したレース数×参加選手総数」が多いものから順番に1枠ずつ、所定数を満たすまで枠を付与する。なおこの場合、東日本の選手は西のレースで枠を獲得することはできず、西日本の選手は東のレースで枠を獲得することはできない。
＜具体例･･･東日本の場合で例示。レース名は仮置き＞

· 対象となるレースは、①4月29日関水連、②5月22日浜名湖、③5月22日東京港、④6月4日山下杯、⑤7月16日B&G東日本の5レース。

· 上記5レースを、「実施したレース数×参加選手総数」が多い順番に並べる。ここでは①②③④⑤の順になったものと仮定する。

· 東日本で付与すべき枠数（クラブ枠を除き、東西の登録選手数を勘案して決定された枠数）を仮に12枠とすると、①の最上位選手（東日本の選手で枠を未取得の選手。以下同じ）に1枠、次に②の最上位選手に1枠、以下同様に⑤まで付与し、再度①に戻って1枠、②に1枠、以下同様に12枠を満たすまで枠を付与する。
· その結果、①と②に3枠、③④⑤に2枠が付与される。
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